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４．発電及び給電装置

4.1 主発電機原動機

（１）概要（表4.1.1）

(a) 同型機を３台備えている。

(b) 運転台数は、出入港時のみ２台の並行運転とし、それ以外は単独運転としている。

(c) 発電機原動機と発電機の共通台床の下にニトリル製防振ゴムを配置し、防振性を高めてい

る。

（２）配管系統

(a) 始動空気系統（図4.1.1）

① 0.98MPaの始動空気を用いたタービン式エアモータ始動を採用している。

② 始動時は、燃料抑制ピストン(AIR PISTON FOR FO LIMITATION)によって、燃料を抑制す

る。

(b) 冷却清水系統（図4.1.2）

① ジャケット冷却清水は、セントラルクーリングシステムの低温冷却清水とミキシングす

ることにより自動温度調節される。

② S/B機の常時暖機：運転機のジャケット冷却清水の一部をS/B機に循環する。

、 、 。③ 低温冷却清水入口には ピストン弁を備え 原動機が始動するとLO油圧により開弁する

(c)潤滑油系統（図4.1.3）

① 原動機と独立したバイパスフィルタを備えている。

② 過給機及びロッカーアームの潤滑油は、システム油と兼用である。

③ S/B状態では、付属のLOプライミングポンプが連続運転している。

表 4.1.1 主発電機原動機要目

型 式 YANMAR 6N21AL-SN

立型４サイクル直接噴射式中速ディーゼル機関

シ リ ン ダ 数 ６ シリンダ内径×行程 210㎜ × 290㎜

出 力 880 kW（1,197 PS） 過負荷出力 110% (20 )Ö

回 転 速 度 900 min-１

着 火 順 序 1 - 4 - 2 - 6 - 3 - 5 - 1

使 用 燃 料 油 Ａ重油

発 停 方 式 遠隔発停（機関制御室 、予備機自動始動及び機側発停）

始 動 方 式 エアモータ始動（RANCO JAPAN 45M）

潤 滑 方 式 共通台床組込サンプタンク、機付ポンプによる強制潤滑方式

ターニング方式 ラチェット式ターニングバー

過 給 機 IHI RH183

製 造 所 ヤンマーディーゼル㈱ 重 量 8,200㎏
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図 4.1.2 主発電機原動機冷却清水系統図
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図 4.1.1 主発電機原動機始動空気及び制御空気系統図
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